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テラヘルツ，センシング，次世代無線通信  

 

テラヘルツ波は電磁波のスペクトル上で電波と光の間に位置しており、最後の未開拓領

域と呼ばれています。テラヘルツ波を利用することで、超高速・大容量な次世代無線通

信（6G & Beyond）や今まで見えなかった情報を可視化する新しいセンシング技術が可

能になります。しかし、エレクトロニクスの高周波極限かつフォトニクスの低エネルギー極限となってい

ることから技術的な困難が多く、まだまだ多くの研究開発課題が存在します。我々はエレクトロニクスと

フォトニクスの両技術を融合することで革新的なテラヘルツ技術の開拓を行なっています。 

 

テラヘルツ波の概要と応用 

 

次世代無線通信、高分解能レーダー、非破壊検査、爆発物・危険薬物の探知など、安心

安全社会の実現に貢献できる新しい技術です。 
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